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明治後期から大正初期の台湾卑南溪における軌道の建設と土地の開発 
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１．はじめに 

1）

2），3）

4)

２．台湾南東部の台東を流れる卑南渓とその周辺の地形 

３．卑南・花蓮港間の手押し台車軌道の建設 

４．製糖工場の建設と官有地の売渡・貸渡 
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５．おわりに 

 

謝辞 本稿は，JSPS 科研費

JP20760430 ， JP23560769 ，

JP26420647 ， JP17K06754 ，

JP15H04109 の助成を受けた

成果の一部である。史料や

資料の閲覧では，台湾中央研究院地理資訊科学研究専題中心の廖泫銘老師，熊

本県立大学学術情報メディアセンター図書館，公益社団法人糖業協会にお世話

になった。記して謝意を表したい。 

参考文献： 

1）辻原万規彦：臺灣糖廠與社宅街變遷圖集，中央研究院人文社會科學研究中

心地理資訊科學研究專題中心，2019.9 

2）辻原万規彦，青井哲人，恩田重直：台湾濁水溪北岸における製糖工場の建

設と地域開発，建築学会大会学術講演梗概集，F-2，pp.733〜734，2020.9 

3）辻原，青井，恩田：台湾濁水溪南岸における製糖工場の建設と地域開発，

建築学会九州支部研究報告，第 60 号･3，pp.557〜560，2021.3 

4）辻原：台湾蘭陽平野における日本統治時代の地域開発−交通インフラの整備

と産業の立地による工業都市羅東の発展，空想から計画へ 近代都市に埋

もれた夢の発掘（中川理ほか編），思文閣出版，pp.659〜688，2021.3 

注）地名は，後の時期の名称を示しているところもある

大正 4 年 12 月 21 日付 
台東製糖に貸渡許可

大正 4 年 11 月 22 日付 
台東製糖に予約売渡許可

大正 4 年 12 月 21 日付 
台東製糖に貸渡許可

明治 32 年 11 月 16 日付 賀田金三郎に
予約売渡許可（その後，台東拓殖（合），
台東拓殖製糖（株）を経て，塩水港製糖
拓殖（株）に譲渡）

凡例

野田製糖場の原料採取区域（明治 43 年 12 月限定）
注）台東製糖の原料採取区域は新郷と南郷一円（野
田製糖場と新郷製糖場の原料採取区域をあわせて南
側をさらに拡大）

花蓮港

地図出典：臺灣百年歷史地圖（日治五萬分之一蕃地地形圖）
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台車軌道（明治 43 年 3 月までに竣工，明治
　　　　　43 年 6 月１日より営業開始）
台車軌道（明治 43 年 8 月１日より営業開始）
台車軌道（明治 43 年 9 月１日より営業開始）
台車軌道（明治 44 年 4 月１日より営業開始）
原料採取区域の境界

N

新開園

雷公火

鹿寮

利基利吉

卑南街
（後の台東街）

馬蘭

北絲鬮

咾吧咾吧

新七脚川

里壠

公埔

卑南渓

大正 4 年 3 月 23 日付 
台東製糖に予約売渡許可

新郷製糖場の原料採取区域
（明治 43 年 12 月限定）

新郷製糖場（詳細
な位置は不明）

野田製糖場

新式製糖工場建設地

図　明治 43 年頃～大正 5 年頃の卑南渓流域の軌道と土地の開発
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